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第第 ビ 人口 ョン  

 

  

人口 ョン 置 け 

白馬村人口 ョン 本村 け 人口 現状を分析 人口 関 村民 認識を

共有 うえ 今後目指 将来 方向性 人口 将来展望を 示  

 

人口 ョン 象期間 

白馬村人口 ョン 象期間 国 長期 ョンを踏まえ ピ060 成 7ピ

ま 長期的 視 基 い 展望を示 ま  

 

 人口 現状分析 将来推計 

人口 動向分析 

 ア 総人口 推移 将来推計 

  ビ960 ビ970 け 人口 減少 見 ま ビ970 以降 人口

増 いま そ 後 ピ00プ 9,プ00 人を 人口 減少 始ま ピ0プ0

ビ970 水準ま 落 込 こ 予想さ ピ060 現 ４割程

度人口 減少 プ,ピ9プ 人 推計さ ま  
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高度経済成長

2005 年：人口ﾋﾟｰｸ 

9,500 人 

年  

出典：国勢調査 

→国立社会保障 人口問題研究所推計 
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イ 齢 フ 区分別人口 推移 将来推計 

少人口 

総人口 減少ペ 比較的緩や 推計 いま 少人口 減少 ド 県

均 速いこ 高齢 率 昇 力 比較的強いこ 予想さ ま  

生産 齢人口 

  総人口 曲線を 推移 ピ000 6,ビ8ブ 人を 減少

局面を迎えま  

老 人口 

  全国有数 観光資源を有 知 度 高い本村 域外 移 人口 支え

ピ0ブ0 ま 昇ペ 続い いま 総人口 減少 い こ を踏まえ

高齢 率 速度的 昇 こ 危惧さ ま  
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ウ 出生 死亡 転入及び転出数 推移 

自然増減 ビ986 以降 出生数 死亡数を 回 増 基調 続い ま

ピ00プ 初 死亡数 出生数を 回 自然減 転 こ そ 後 そ 傾向

続い いま  

社会増減 転入数 転出数を 回 推移 転入超過 人を超え

見 ま 転出超過 転 ま  

社会減 状況 っ 以降 自然増減 社会増減を合わせ 人口減少 状

況 続い いま  

 

 

 

 

 

 

 

 

0

20

40

60

80

100

120

1
9

8
6

1
9

8
7

1
9

8
8

1
9

8
9

1
9

9
0

1
9

9
1

1
9

9
2

1
9

9
3

1
9

9
4

1
9

9
5

1
9

9
6

1
9

9
7

1
9

9
8

1
9

9
9

2
0

0
0

2
0

0
1

2
0

0
2

2
0

0
3

2
0

0
4

2
0

0
5

2
0

0
6

2
0

0
7

2
0

0
8

2
0

0
9

2
0

1
0

2
0

1
1

2
0

1
2

2
0

1
3

自然増減 出生 死亡 の推移
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エ 合計特殊出生率 推移 

  白馬村 合計特殊出生率 々 傾向 あ ピ008 ～ピ0ビピ 計値

県内 フ 番目 い値 っ いま  

 

※合計特殊出生率 

 ビプ 歳 ブ9 歳ま 女性 齢別 齢階級別 出生率を合計 一人 女

性 一生 産 子供 均数を示 人口動態 出生 動向を見 要

指標 っ いま  

 

 出生数 推移 

  出生数 々減少傾向 あ ビ989 以降 統計 ビ997 ビ09

人 っ 出生数 ピ0ビピ ブ7 人 っ いま  
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 自然増減 社会増減 影響 

  ビ96プ ビ97ピ ま 社会 減 続 ま ビ97フ 以降 社会 自然

増 基調を辿っ いま  

観光産業 比較的堅調 っ ビ970 代 ビ990 代初頭ま 大幅 社会増

続 均 命 延伸等 自然増 相俟っ 人口 局面 続 ま  

ピ00ビ 社会減 ピ00プ 社会 自然 ダ 減を迎え 厳 い局面

続 ま ピ0ビフ 社会増 人口動態 傾向 僅 変 兆

表 いま  
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人口 イ ス 

人口 ラス 

考察  

ビ960 代 高度経済成長を背景 生産 齢人口 都市部流出増 影響を受け ビ970～ビ980

代 白馬村 主力産業 あ 観光産業 わけ キ 観光 急成長 安定的 社会増を ま

ビ998 長 冬季 ン ッ 以後 キ 人口 減少 若者 キ 離 観光産業 暗い影を

落 始 観光宿泊業を中心 用環境 悪 を始 ま 以降 観光産業 回復 進ま い中 ピ00ビ

社会減 ピ00プ 社会 自然 ダ 減局面 突入 ま 近 インバウンド観光 施策推進

奏 外国人観光客 キ ヤ 等 堅調 増 こ 白馬村 観光産業 好況 支えさ ピ0ビフ

大幅 社会増 結び付い 可能性 あ ま  

自然 社会 減 

総人口の推移に与えて た自然増減と社会増減の影響 
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キ 齢階級別人口 社会増減移動数 

  高校 大学進学 就職等 伴い ピ0 代前半 一旦流出 転 傾向 大 管内 他市町

村 様 キ 山 山岳観光地 知 度 高さを背景 ピ0 代

後半 男女 大 く流入 い 特徴的  

  齢段階 後半 移動率 ゼロ水準 収斂さ 齢 後段階 至 従い定着

率 高ま 人口動態 一般的 形態を示  
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 大 圏域 け 人口移動 

 大 圏域内 人口移動 成 ７ ～ 成  

  圏域内 人口動態 部エ ア 小谷村 白馬村 南部エ ア 大町市 池田町

松川村 移動 傾向を示 いま 一方 大町市 池田町 松川村

人口流出 比較的大 く表 いま  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 圏域外 人口移動 

  池田町 松川村 県外 松本圏域 流入 あ 一方 大町市 小谷村 流出

部 南部 人口動態 二極 いま わけ大町市 松本圏域 県外

流出 多く 大 圏域 人口ダム機能 十分 揮さ い い様子 う えま  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フ0～プ0 人 

フ0 人未満 

プ0～ビ00 人 
ビ00 人以  

フ0～ビ00 人 

プ0 人未満 

ビ00～プ00 人 
プ00 人以  

県
外 

松
本
圏
域 

出典 国勢調査 



8 

 

 齢階級 男女別 人 構成 
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 産業別就業者数 

第 産業 就業者数 増加傾向 横 い 構成比 見 長 や全国

回 い  
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 齢階級別産業人  

  農業 林業人 以 約 占 産業 比 高齢 進

後 者対策 要 い 最 就業者数 多い宿泊 飲食 業 比較

的 齢構成 ン い 幅広い 齢層 用 皿 い

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

分類不能の産業

公務 他 分類さ ものを除く

サ ビス業 他 分類さ いもの

複合サ ビス事業

医療，福祉

教育，学習支援業

生活関連サ ビス業，娯楽業

宿 業，飲食サ ビス業

学術研究，専門 技術サ ビス業

不動産業，物品賃貸業

金融業，保険業

卸売業，小売業

運輸業，郵便業

情報通信業

電気 ガス 熱供給 水道業

製造業

建設業

鉱業，採石業，砂利採取業

農業，林業

齢階級別産業人口

15～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以

出典 国勢調査 
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将来人 推計 析 

 将来人 推計 

出生 流出入均衡 想定 ン 最 曲線 類型 ャ 比

較的大 い 出生率 昇 流入均衡 想定 ュ ョン 以 ュ

いう 出生率 昇 想定 ュ 相似 い 人 流出

影響 出生率 影響 将来人 え 影響 大 い 示唆 い  

ュ 水準 比較的高 人 対策 第 現状 近い人 規模 維持

期待 余地 あ  

 

 

 

5,295 

3,320 

9,205 

6,478 

6,754 

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060

将来人口推計 類型別比較

パ ン 社人研推計準拠

パ ン 民間機関推計準拠

パ ン 独自推計

シ ュ ション パ ン ＋出生率上昇

シ ュ ション シ ュ ション ＋移動ゼ

各
類
型
の
設
定
条
件 

パタ ン 基本線  

出生 子 女性比 （WR：基準年次 ～ 歳男女別人口÷15～49 歳女性人口 ⇒ 現状 水準 推移 

死亡 生存率 S: 年後 男女 年齢別 歳階級別 生存率 ⇒ 現状 水準 推移 

移動 純移動率 ３W:基準年次 そ 年前 社会動態 純移動率 ⇒ 現状 0.5 倍 推移 緩和  

パタ ン  

出生 子 女性比 （WR ⇒ パタ ン 1 同  

死亡 生存率 S ⇒ パタ ン 1 同  

移動 純移動率 ３W ⇒ 現状 1.0 倍 推移 現状 同水準  

パタ ン  

出生 合計特殊出生率 TFR ゼ 出生数ゼ  

死亡 パタ ン 1 同 但 TFR0 設定 死亡数 影響あ  

移動 純移動率 ３W ゼ 流入出 み0 移動均衡状態  

シミュ ション  

出生 パタ ン 1 子 女性比 （WR を基本 合計特殊出生率 TFR を人口置換水準 「.1 引 推移 

死亡 パタ ン 1 同 但 TFR「.1 設定 死亡数 影響 相殺  

移動 パタ ン 同  

シミュ ション  

出生 パタ ン 1 子 女性比 （WR を基本 合計特殊出生率 TFR を人口置換水準 「.1 引 推移 

死亡 パタ ン 1 同 但 TFR「.1 設定 死亡数 影響 相殺  

移動 純移動率 ３W ゼ 流入出 み0 移動均衡状態  

年  

人  
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参考 国 人 将来展望 

国 創生長期 ョン  

 

長 人 定着 確 実現総合戦略 
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 将来人 及 自然増減 社会増減 影響 析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

馬 中心 山岳観 地 全国的 知 高 流入人

一定程 見込 社会増減 影響 比較的 い 考え  

 一方 自然増減 影響 や い 流入人 高齢 や人 構 高齢層 偏在

等 自然増 伸 悩 繋 い 考え  

 

総計

川 村、 條村

南牧村、原村、南箕輪

村、高森町、 谷村、

山形村

佐久 、安曇野 、軽

井沢町、御代田町、売

木村、池田町、松川村

麻績村 . %

飯田 、伊那 、駒ヶ

根 、茅野 、青木

村、富士見町、箕輪

町、中川村、宮田村、

喬木村、木祖村

長野 、松本 、 田

、中野 、塩尻 、

千曲 、東御 、南相

木村、松川町、阿南

町、泰阜村、豊丘村、

朝日村、白馬村、高山

村、木島 村、飯綱町

. %

岡谷 、須坂 、長和

町、辰野町、根羽村、

小 施町

諏訪 、小諸 、飯山

、小海町、北相木

村、佐久穂町、立科

町、 諏訪町、飯島

町、阿智村、生坂村、

筑北村、坂城町、信濃

町、小川村、栄村

. %

松町、南木曽町、木

曽町

大町 、天龍村、大鹿

村、山ノ内町、野沢温

村
. %

小谷村 王滝村、大桑村 . %

. % . % . % . % . %

自然増減の影響度

総計

社
会
増
減
の
影
響
度

（
2
0
4
0

）

 

自然増減 影響  
 ュ 成 プ培 培0ブ0 総人 与 ン 成 プ培 培0ブ0 総人 数値 応 プ 段階

整理 
  ビ ビ00％未満 培 ビ00～ビ0プ％ 基 ビ0プ～ビビ0％ ブ ビビ0～ビビプ％ プ ビビプ％以  

社会増減 影響  
 ュ 成 プ培 培0ブ0 総人 与 ュ 成 プ培 培0ブ0 総人 数値 応 プ 段階

整理 
  ビ ビ00％未満 培 ビ00～ビビ0％ 基 ビビ0～ビ培0％ ブ ビ培0～ビ基0％ プ ビ基0％以  

影響  
計算 

 
プ 段階 
整理 
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 人 減少段階 析 

少 生産 齢人 降 地域 様 老 人 大幅 比較的長

期 わ 昇推移 特徴的 老 人 構成割合 第 高 い 様子

伺え 第 段階  

培0ブ0 老 人 減少 見え始 第 段階 そ 後 極 わ 期

間 老 人 減少 伴う本 的 総人 減少局面 突入 第 期  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老 人 増加 
少 生産 齢人

減少 

第 段階  

老 人 維持 微減 
少 生産 齢人

減少 

第 段階  

老 人 減少 
少 生産 齢人

減少 

第 段階  

  
人 減少  

人 減少 合い  本 的 減少局面 減少 加  人 減少 初期 

本事項 

100
98

95
92

88

83

79

73

68

63

58

100

87

76

67

59

53
50

46

41

36

31

100

92

85

79

73

67

59

54

50

46

41

100

121

133

138

142 143
146

142

133

124

117

0

20

40

60

80

100

120

140

160

2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050 2055 2060 

2
0
1
0

1
0
0

場
合

各
指

数

人口 減少段階 白馬

総数

0～14 指数

15～64 指数

65 以 指数

第 段階

老 人口増加

少 生産 齢人口減少

第 段階

老 人口維持 微減

少 生産 齢人口減少

第 段階

老 人口減少

少 生産 齢人口減少

 第 段階 培0ビプ 現在 

 第 段階 培0ブ0 点ブプ  

 第 段階 培0ブプ 以降 

老年人口の上昇局面

第 段階  

極めて短い 
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 老 人 比率 変  

出生率 昇 少人 増加や 流入人 増加 図 老 人 比率

昇 あ 程 抑制 本 老 人 割合 増加 調 比較的長い

若 層流入人 増加対策や出生率 昇対策 時 進 必要 あ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ン ナ青ニ  際WR 点   S 点   年平 現状 0バプ 倍 本線  

ュ ナ橙ニ  TFR 培バビ 人 置換水準   S 点   年平 点  

ュ ナ緑ニ  TFR 培バビ 人 置換水準   S 点   年平 均衡 

各類型  

設定条件 

簡易表  

緩や 増加 比較的長  
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基 人 将来展望 

将来展望 必要 調査 析 

人 ョン 総合戦略 策定 あ 成 実施 第 総合計画策

定 民 ン 活用 析 行い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 白馬 以外 生 白馬 転入 人 . ％ 人 半数 超え い 白馬 生

い 人 . ％ 人 白馬 生 以 期間 外 い あ 人 . ％ 人

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○転入者 う 以 居 い 人 . ％ 人 半数 超え 次い ～ . ％ 人 ～

. ％ 人 い  

 

 

 

調査対象 20歳以上の村民2,000人 男女各1,000人 を無作為抽出 

調査方法 郵送により調査票を配布 郵送により回収 

回収票数 通 

回収率 . ％ 

白馬 い 暮 ？ い 経  

 回答数 割合 ％  

白馬 生

い  
   .  

白馬 生

以 期間 外

い あ  

   .  

白馬 以外 生 白

馬 転入  
   .  

無回答    .  

回答者総数 ％ ス      

転入 方 白馬 何 ？ 累計  

 回答数 割合 ％  

～     .  

～     .  

～     .  

以     .  

無回答    .  

回答者総数 ％ ス      
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全体 いえ い ～ ％台 占 やや不満 ％台

い い 対 自然環境や景観 保全 やや満足 . ％ 人 最 多 いえ

い . ％ 人 満足 . ％ 人 比較的高い値 示 い ウ 環境浄化対策 屋外広告 案内

板 自販機設置規制等 いえ い . ％ 人 最 多 やや満足 . ％ 人 次

全体 満足度 高い  

全体的 いえ い ～ ％台 最 多 い ク 身

近 生活道路 整備 やや不満 . ％ 人 最 高 サ 除雪 融雪 雪対策 充実 やや満足

. ％ 人 最 高 い  

あ 感 い 白馬 満足度 い 答え い 各項目 い 該当 番号 選 い  

 項目 

満足度 段 回答数 段 割合 ％  

不満 やや不満 
いえ い 

やや満足 満足 無回答 

環境保全 

自然環境や景観 保全       

総数  .  .  .  .  .  .  

美化 動 推進       

総数  .  .  .  .  .  .  

ウ 環境浄化対策 屋外広告 案

内板 自販機設置規制等  
      

総数  .  .  .  .  .  .  

エ 緑化 業 推進       

総数  .  .  .  .  .  .  

青少 自然保護教        

総数  .  .  .  .  .  .  

山 保全       

総数  .  .  .  .  .  .  

キ 地球温暖化対策       

総数  .  .  .  .  .  .  

○満足度高い 自然環境や景観 保全  

 項目 

満足度 段 回答数 段 割合 ％  

不満 やや不満 
いえ い 

やや満足 満足 無回答 

基盤整備

生活環境 

ク 身近 生活道路 整備       

総数  .  .  .  .  .  .  

ケ 水道 整備       

総数  .  .  .  .  .  .  

コ 河川環境 整備       

総数  .  .  .  .  .  .  

サ 除雪 融雪 雪対策 充実       

総数  .  .  .  .  .  .  

シ 消防 防災対策 充実       

総数  .  .  .  .  .  .  

ス 防犯灯 防犯対策       

総数  .  .  .  .  .  .  

セ 別 サ ク 活動

推進 
      

総数  .  .  .  .  .  .  

○ ク 身近 生活道路 整備 高い不満度 
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全体的 いえ い ～ ％台 やや不満 ％台 占 い う

やや不満 割合 高い 保健 療体制や施設 充実 . ％ 人 化 . ％ 人

一方 健康 制度 . ％ 人 やや満足 答え い  

○ ス 活動 支援 制度や施設 充実 評価  

全体的 いえ い 半数 超え い やや満足 義務教育 教育環境 充実 . ％ 人

高い半面 特 生涯学習 支援 制度や施設 充実 やや不満 . ％ 人 高 ス 活動 支

援 制度や施設 充実 いえ い . ％ 人 比較的 い半面 やや満足 . ％ 人 やや

不満 . ％ 人 評価 大 結果 い  

 項目 

満足度 段 回答数 段 割合 ％  

不満 やや不満 
いえ い 

やや満足 満足 無回答 

健康 福祉

療 

ソ 高齢者 施設や制度

充実 
      

総数  .  .  .  .  .  .  

タ い あ 方 施

設や制度 充実 
      

総数  .  .  .  .  .  .  

チ 子育 支援制度や施設 充

実 
      

総数  .  .  .  .  .  .  

保健 療体制や施設 充

実 
      

総数  .  .  .  .  .  .  

テ ンテ 活動 支援       

総数  .  .  .  .  .  .  

健康 制度       

総数  .  .  .  .  .  .  

化       

総数  .  .  .  .  .  .  

○ 健康 制度 高い満足度 

 項目 

満足度 段 回答数 段 割合 ％  

不満 やや不満 
いえ い 

やや満足 満足 無回答 

教育 文化 

義務教育 教育環境 充実       

総数  .  .  .  .  .  .  

生涯学習 支援 制度や

施設 充実 
      

総数  .  .  .  .  .  .  

ス 活動 支援 制

度や施設 充実 
      

総数  .  .  .  .  .  .  

文化活動 地域活動 支

援 
      

総数  .  .  .  .  .  .  

文化財 保護や保存       

総数  .  .  .  .  .  .  

家庭や地域内 子

教育 
      

総数  .  .  .  .  .  .  
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 項目 

満足度 段 回答数 段 割合 ％  

不満 やや不満 
いえ い 

やや満足 満足 無回答 

産業 観  

特産品開発 生産振興       

総数  .  .  .  .  .  .  

観 産業 振興       

総数  .  .  .  .  .  .  

観 ク エ シ ン等

点整備 
      

総数  .  .  .  .  .  .  

観 伝活動       

総数  .  .  .  .  .  .  

ン ウン 対策       

総数  .  .  .  .  .  .  

各種 ン 開催       

総数  .  .  .  .  .  .  

○不満度 高い 特産品開発 生産振興 観 ク エ シ ン等 点整備  

全体的 いえ い ～ ％ 占 やや不満 い い 特 不満度 高い 特産品開

発 生産振興 観 ク エ シ ン等 点整備 い 不満 やや不満 合わ 約 ％ 同

様 観 産業 振興 不満 ％ 超え  

 

 項目 

満足度 段 回答数 段 割合 ％  

不満 やや不満 
いえ い 

やや満足 満足 無回答 

行政 民

参加 

男女 等 参加 社

会  
      

総数  .  .  .  .  .  .  

情報化 対応       

総数  .  .  .  .  .  .  

ヤ 民参加

推進 
      

総数  .  .  .  .  .  .  

情報公開 推進       

総数  .  .  .  .  .  .  

地 対 支援制度       

総数  .  .  .  .  .  .  

○ 情報化 対応 不満度 高い 

い いえ い ％台 やや不満 い い う 不満 やや不満 合わ 割合 最

高い 情報化 対応 ％ 人  
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○圧倒的 恵 自然環境 大 水や空気 い  

恵 自然環境 大 水や空気 い 圧倒的 高 . ％ 人 療 福祉 充実 . ％

人 子 い い 育 . ％ 人 生活基盤 整備 . ％ 人 い い  

 

 

 

 

あ 望 将来 白馬 う ？ 該当  

 回答数 割合 ％  

恵 自然環境 大 水や空気 い     .  

史や文化 活 風情 あ     .  

生活基盤 整備     .  

産業 活発 活力あ     .  

療 福祉 充実     .  

人 人 あい 感     .  

文化 ス 充実 健康     .  

子 い い 育     .  

景観 優     .  

民参加 進     .  

災害 強い     .  

そ     .  

無回答    .  

回答者総数 ％ ス      
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あ 望 白馬 う 特

力 入 い 思い ？ 

[環境保全] 

 回答数 割合 ％  

自然保護 関 意識 高

揚 
   .  

山や川 豊 自然

 
   .  

地球温暖化対策 兼 緑

化 業 推進 
   .  

青少 自然保護教

開催 
   .  

山 保全 休地 利用    .  

環境基本計画 整備

環境 進自治体 
   .  

無回答    .  

回答者総数 ％ ス      

○豊 自然 休地 利用 

山や川 豊 自然 . ％ 人 山 保全 休地 利用 . ％ 人 拮抗 環境基本

計画 整備 環境 進自治体 . ％ 人 自然保護 関 意識 高揚 . ％ 人 い い  

 

[基盤整備 生活環境] 

 回答数 割合 ％  

道路や公園等 公共施設

整備 
   .  

ほ場整備 農業基盤整

備 推進 
   .  

宅団地 宅地

供給 
   .  

消防 防災体制 整備

充 
   .  

防犯灯 防犯対策 整備    .  

廃棄物 適 処理 徹底    .  

無電柱化 景観整備    .  

防災 災害時 民支え

あい 充実 
   .  

無回答    .  

回答者総数 ％ ス      

○道路 公園 公共施設 整備 景観整備 

道路や公園等 公共施設 整備 . ％ 人 最 多 次い 無電柱化 景観整備 . ％ 人 防災

災害時 民支えあい 充実 . ％ 人 い い  
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[健康 福祉 療] 

 回答数 割合 ％  

高齢者対策 充実    .  

い者対策 充実    .  

子育 支援制度や施設

充 
   .  

保健 療体制や健康     .  

ンテ 活動 支援 連

携 
   .  

地域 中心 健康

制度 
   .  

少子化対策 充実    .  

無回答    .  

回答者総数 ％ ス      

○高齢者対策 少子化対策 子育 支援 

高齢者対策 充実 . ％ 人 最 多 保健 療体制や健康 . ％ 人 少子化対策 充実

. ％ 人 子育 支援制度や施設 充 . ％ 人 い い  

 

[教育 文化] 

 回答数 割合 ％  

義務教育 教育内容 見

直 や教育環境 充実 
   .  

地域 学 体験型学習

機会 増や  
   .  

ス 活動 支援 制

度や体制  
   .  

文化活動 地域活動 支

援制度 
   .  

文化財 保護や保存

取 組  
   .  

家庭や地域内 世代間

交流 
   .  

無回答    .  

回答者総数 ％ ス      

○全体 意見 要望 散 

全体 意見 要望 散 い ス 活動 支援 制度や体制 . ％ 人 義務教育 教育内容 見直

や教育環境 充実 . ％ 人 地域 学 体験型学習 機会 増や . ％ 人 文化活動 地域活動 支援

制度 . ％ 人 あ  
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[産業 観 ] 

 回答数 割合 ％  

特産品開発 生産振興

取 組  
   .  

戦略的 観 交流産業

ン  
   .  

農業体験等 農業 観

連携 
   .  

農業後 者確保 対策    .  

空 店舗対策等魅力的 商

業地 整備 
   .  

新 産業 創出 育成    .  

国 交流 ン ウン 更

推進  
   .  

次交通 充実や観 情報

発信 
   .  

無回答    .  

回答者総数 ％ ス      

○戦略的 ン 特産品開発 要 

戦略的 観 交流産業 ン . ％ 人 最 多 次い 特産品開発 生産振興 取 組 . ％

人 空 店舗対策等魅力的 商業地 整備 . ％ 人 い い  

 

[行政 民参画] 

 回答数 割合 ％  

男女 等 参加 社

会 確立 
   .  

情報化時代 環境整備    .  

民参加

推進 
   .  

行政評価制度 推進    .  

行政 民 協働 推進    .  

情報公開 推進 手段

充 
   .  

無回答    .  

回答者総数 ％ ス      

○ 民参加 推進 

民参加 推進 . ％ 人 最 多 次い 情報化時代 環境整備 . ％ 人 行政 民

協働 推進 . ％ 人 い い  
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全国的 少子化 問題 い 少子化対策 最 有効 思わ 何

？ 該当  

 回答数 割合 ％  

心 妊娠 出産 環境 整備    .  

子育 家庭 気軽 相談 利用 場所 整備    .  

良質 価 宅 提供 宅対策    .  

出産 子育 経済的支援    .  

子育 両立 環境 整備    .  

民 わ や い子育 情報 提供    .  

そ     .  

無回答    .  

回答者総数 ％ ス      

 

 

○ 子育 両立 過半数 

子育 両立 環境 整備 . ％ 人 最 多 次い 心 妊娠 出産 環境 整備 . ％

人 出産 子育 経済的支援 . ％ 人 い  

 

 

 

 

 

 

 

 



26 

 

時代 地域自 地域 将来 考え 実行 い 要性 高 い

あ あ 白馬 今後 一層活性化

い い い 力 入 い 必要 思い ？ 該

当  

 回答数 割合 ％  

生涯学習 学校教育    .  

子育 支援    .  

高齢者 い者等 福祉    .  

保健 療    .  

地域基盤 道路 水道     .  

自然等 環境 景観    .  

文化 ス     .  

第一次産業 農林水産業     .  

第 次産業 工業等     .  

第 次産業 商業 観 サ ス業等     .  

広域連携 民 行政 協働    .  

環境保全    .  

そ     .  

無回答    .  

回答者総数 ％ ス      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○第 次産業 商業 観 サ ス業等 振興 

第 次産業 . ％ 人 最 多 次い 自然等 環境 景観 . ％ 人 以 僅差 保健 療 高齢者

い者等 福祉 子育 支援 い い  
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白馬 地域 進 い 有効活用 地域資源 埋 い 要素

あ ？ 該当  

 回答数 割合 ％  

自然資源    .  

史資源    .  

文化資源    .  

人 資源    .  

産業資源    .  

生活環境資源    .  

そ     .  

無回答    .  

回答者総数 ％ ス      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○圧倒的 自然資源 

自然資源 . ％ 人 圧倒的 高 次い 人 資源 . ％ 人 い  

 

あ 白馬 人口規模 将来 う

望 い 思い ？ 該当  

 回答数 割合 ％  

減少 い や 得 い    .  

現状程度 維持     .  

増加 方向     .  

無回答    .  

回答者総数 ％ ス      

○約半数 現状維持 

現状程度 維持 . ％ 人 約半数 次い 増加 方向 . ％ 人 い

 



28 

 

記述回答  

各設問 そ 記述内容 

 

●問ビビ あ 望 将来 馬 う  

 

観 立 パ自由 活力 あ 若者 魅力あ パ 間 通 定 観 客 客パ 馬

自然 活 地域作 パ増加 い 外国人 民 参加 う 要パ

馬 育 子供 成長 時 事や働 場 あ 心 生活 い 環境 必要パ

観 地 自覚 各地 業者 士 連携 必要パ そ者 旅 衆 地元等 差

別 い パ パ 馬 出来 一 以 産業 あ 実出来

パ 税滞納者 い い パ 産業 力 入 国 外 観 客 入 パ若い人 定

う 定 職 提供パ学力 高い競 力 持 人 保 パ軽井沢 Ａ

様 ン ョ 観 以外 用 実 必要 

 

 

●問ビホ 全国的 少子 問 い 少子 対策 最 効 思わ 何

 

 

自覚 出来 親 育成パ 定 職場確保パ高齢者 ン 利用パ 出会い 成立

場 提供 催 パ子育 世代や若者 経済的 盤 確立 必要パ若者 働 場所 あ 事パ産業

育 働 場 確保 若者増 事パ未婚者 減 パ若い 定 組

パ義務教育後 経済支援パ親 護 軽減パ税 負担減パ父親 事 実パ社会 通用

能力 身 学校教育パ若者 流入施策パ積極的 児童支援パ子供 育 や い環境 施設

作 公園 ン ョ  

 

 

●問培培 時代 地域自 地域 将来 考え 実行 い 要性 高

い あ あ 馬 後 一層活性

い い い 力 入 い 必要 思い  

 

若 層定 宅 用対策パ手 加え い事 便 あ 良い パ 学生

馬 働 い 思う事 若い人 参加 大 パ観 産業パ第 産業 想 工夫パ 事 若い人

働 確保パ高 等 ン 整備パ 山 観保全 観 業 推進パ若者 定

う 就労場所 全宅地 整備パ 人 作 イ知恵 い 考え

何 変わ いパそ 気 手段 必要パ意識改革パ外国人観 客 組 い  
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目指 将来 方向 

 

 

 

 

 

 

 

人 将来展望 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6,923 

6,292 

7,131 

8,356 

9,492 

9,205 

8,739 

8,069 

7,227 

6,267 

5,295 

9,003 

8,651 

8,188 

7,584 

7,020 

8,838 

8,435 

7,904 

7,309 

6,754 

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030 2040 2050 2060

人口の将来展望

パ ン 社人件準拠 独自推計 シ ュ ＋社会増 シ ュ

人
戦
略
に
よ
る
上
乗
せ
分

人口増加を目指  

将来 人口減少を避 通 出来 今 行動を起 白馬村 や

活力を失う 危機感を村民全体 共有 行動

将来 わた ミュニティ 白馬村を存続 いくた あ ゆ 施策

を展開 人口 増加を目指 方向 人口減少 歯止 を  

 

生産年齢人口層を厚く  

社会 活力を た た 生産年齢人口層 厚 必要 考え い  

移住希望者 対 白馬村 持 魅力 高い あ 若者 タ ットを

絞 た移住 定住 施策を積極的 展開 将来的 生産年齢

人口層を厚く を目指  

独自推計 

合計特殊出生率 

 「0「5 年 1.84 県民希望出生率 「0」5 年 「.07 人口置換水準  

社会増 社会動態  

 64 歳以 年齢階級 社会増 

「0「0 年 10 人増 「0」0 年 15 人増 「040 年 「0 人増 

年  
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第第 培 総合戦略  

 

 本的 考え方 

総合戦略策定 目的 

わ 国 成 人 減少 い 厚生労働省 国立社会保

人 問 研究所 成 将来推計人 成

人 万人 以 人 割合 ％ い  

本 現在 人 約 人 成 約 人

減少 見込 あ 時 日本創生会議 成 表 提言

消滅 能性都市 該当 人 減少 経済活動 縮 や ュ 機

能 民生活 様々 大 影響 及 懸念 い

 

う 状況 中 国 い 人 減少時代 到来 東京 一極 中 いう課

対応 い 創生本部 設置 地方創生

課 克服 活力あ 日本社会 維持 地方 日本 創生 目指

 

本 い 後 人 減少 対応 良い環境 確保 将来

わ 活力あ 維持 本 実情 踏 え 馬 総合戦略 策定

 

 

総合戦略 置  

   本 総合戦略 馬 人 ョン 踏 え 創生 関

目標や 本的方向 具体的施策 定  

 

計画期間 

   総合戦略 計画期間 成 成 間  

 

総合計画 総合戦略 関  

   総合計画 本 最 計画 あ ゆ 策 行 運営 本理

念や 本目標 定 そ 実現 向 本的 施策 方向性 定

総合戦略 策定 あ 総合計画 総合戦略 整合 図 総合計画 総

合戦略 連動 創生 向 効果的 効率的

組 行い  
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計画期間 目標人    人 目標 基ビ  

 

ヘ P障際守 確立 

創生 実現 P障際守 確立

必要 あ 要業績評価指標 歴Pル 設定 効果 客観的検証 行い

必要 応 見直 図  

 

 本方針 

地方創生 中心 あ 長期的 地方 そ

いう流 確 い 必要 あ

現在 課 解決 当 要 人 減少 負 歯

好 環 確立 組 あ そ 呼

呼 新 い人 流 生 出 活力

戻 人々 心 生活 営 子 産 育 社会環境 整え 急務

い  

本 人 社会増 自然増対策 あ ゆ い 組

創生 好 環 確立 人 減少 克服 地方創生 推進  
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 本目標 

本目標  地域 資源 人 活 創出  

国 地域 定 用 創出  

地域 資源 人 活 産業構 構築 事 収入 確保  

 

本的方向  

地域経済 活性 図 豊 生活 実感 活力あ 地域資源

特徴 活 間 通 定的 用 場 用機会 創出  

数値目標 準値 培ヘ  目標値 リ基ビ  

新規 規 用者数 基0 人台 プ0 人 

台 準値 い 聞 独自推計  

 

本目標  馬 新 い 流  

国 地域 新 い人 流  

人生 楽 多様 人 互い 高 あい 新 い価値 創 地域  

構築 人 社会増 転換 向 社会減 縮  

本的方向  

定的 用 確保や子育 世代 支援 社会増 移 者 視 立 各

種施策 展開 外 移 や定 進 新 い人 流  

数値目標 準値 培プ  目標値 リ基ビ  

人 社会増数 転入者数 転出者数  ビビビ 人 現状維持 

 

本目標  若い世代 結婚 出産 子育 う え  

国 若い世代 結婚 出産 子育 希望 え  

誰 希望 数 子 持 心 子育

支え 子育 心 構築 人 自然減 歯  

本的方向  

結婚 妊娠 出産 育児 や い社会環境整備 推進 若い世代 出産や子育

希望 実感 地域社会 実現 目指  

数値目標 準値 培プ  目標値 リ基ビ  

間出生数 ヘ基 人 累計 基プ0 人 

 

本目標  将来 わ い魅力あ  

国 時代 合 地域 心 地域 地域 連携  

人 減少 生活 提供 地域構 構築  

暮 心 地域 活力 確保  

本的方向  

誰 い い 感 暮 や や い 選 目

指 環境整備 組  

数値目標 準値 培ヘ  目標値 リ基ビ  

新築 宅戸数 培ペ 戸 累計 ビプ0 戸 

 

 



33 

 

 施策 展開 

本目標  地域 資源 人 活 創出  

台 準値 点 い 準 数値 点 準 値 い 示  

競 力 あ 産業 振興 用 創出 

本施策  馬産農産物 ン  

要業績評価指標 歴Pル  準値 リ培ヘ  目標値 リ基ビ  

馬産米 ン 組 農家  点 ビ0 人 

紫米 消費  ヘｔ ペｔ 

特産農産物 振興 食用

陸わ 面積  
ベha ビ0ha 

具体的 施策 主 組  

馬産農産品 ン 図 付加価値 高 農家 所得増 目指

既存 特産品 あ 紫米 販売強 新 特産品 農産物 生産振興 図 観

業 連携 農業 成長産業 目指  

 

本施策  新 創業支援 空 店舗 活用支援 

要業績評価指標 歴Pル  準値 リ培ヘ  目標値 リ基ビ  

空 店舗 斡旋 活用 0 件 プ 件 

店舗後 者 0 人 基 人 

新規創業者数 基 人 累計 ビ0 人 

具体的 施策 主 組  

商工会 連携 創業 希望 方 総合的 支援 行う 新

用 皿 商工会 融機関 動産業者 連携 空 店舗等

調査 帳整備 行い 新規創業者 空 店舗 斡旋 店舗後 者 育成

支援 行い  

 

本施策 基 ン ネ 自然 ネ 利活用 

要業績評価指標 歴Pル  準値 リ培ヘ  目標値 リ基ビ  

購入補助 プ 件 累計 基0 件 

販売 ヘペホ 袋 ビ欠000 袋 

水力 電   ビ00 万ｋｗ 

具体的 施策 主 組  

購入助成 流通 構築 

水力 電施設 建設 売電 農業生産 実 地域 環経済 活性  

山 屋 定 電力供給 山岳観 実 

地域資源 活 新 自然 ネ 実用  

 



34 

 

地域 特色 活 観 振興 推進 

本施策 ブ ン ン 観 振興 

要業績評価指標 歴Pル  準値 リ培ヘ  目標値 リ基ビ  

観 客入込数 ～ビビ  ビビ基 万人 ビ培0 万人 

   

   

具体的 施策 主 組  

 冬 比 観 客 少 い ン ン い 様々 観 振興策 展開 観

客 入込数 増や  

馬大雪渓 観 活用 馬駅～大雪渓 路拡幅 電気自動車乗 入  

広域圏 魅力あ ン 活 栂池自然園～ 馬大雪渓  

山岳 観 活 ン 整備 

自然体験型 魅力あ 構築 

 

本施策 プ 駅 建設 地域経済 環 構築 

要業績評価指標 歴Pル  準値 培ヘ  目標値 リ基ビ  

駅売品収入  培ブホ 万  基00 万  

   

   

具体的 施策 主 組  

駅 建設 総合観 情報 信 地 地元 特産品 農作物 林

産物 中管理機能 持 地域 環経済 中心  

 

本施策 ヘ 観 業 体力強 向 計画 推進 

要業績評価指標 歴Pル  準値 リ培ヘ  目標値 リ基ビ  

観 客入込数 培培ブ 万人 培プ0 万人 

外国人客延宿泊数 ベベ欠ベ培ブ 泊 ビ00欠000 泊 

具体的 施策 主 組  

 山岳 観 農 観 魅力 最大限 揮 通 型山岳 機能

盤整備 進 多様 観 客 応え 必要 人 育成 宿

泊 飲食業 魅力 ・P 図 国 ふ わ い 入環境 構築  

馬 一体性強 共通 ャ 整備 

地元食 観 施設 経済的 機的 流通 構築 

英語 宿泊 ン 約 開設 ン ン 入

体制 整備 

案 板 多言語 統一  

冬 足解消 ン 入 
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療 事者 確保 人 育成 

本施策 ベ 護師 護職員等 定 用 

要業績評価指標 歴Pル  準値 培ヘ  目標値 リ基ビ  

新規就業者 0 人 護師 培 人 

護職員 ブ 人 

   

具体的 施策 主 組  

護師及 護職員 資 得 支援 行う 資 得後 就職

い 施設 優 就職 体制 整え 恒常 い 護師及

護職員 足 解消  
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本目標  馬 新 い 流  

台 準値 点 い 準 数値 点 準 値 い 示  

ン 進 

本施策  魅力あ 馬 移 定 支援 

要業績評価指標 歴Pル  準値 培ヘ  目標値 リ基ビ  

移 者数 点 培0  

地域 協力隊員数 基 人 ビ0 人 

設置 点 ビ 企業 

移 定 開催 0 回 培 回パ  

具体的 施策 主 組  

馬 あ 民家 別荘 宿泊施設 等 録 帳整備 進 民家再生

改修補助制 活用 移 進 農業法人等 就職斡旋及 新規起業者

支援 進  

首都圏及 移 定 開催 馬 い 体験等 提案

観 地及 避暑地 馬 誘致 新 い人

流 進  

 

培 地域資源 活 教育 推進 

本施策 培 地域高校 あ 馬高校 魅力  

要業績評価指標 歴Pル  準値 培ヘ  目標値 基ビ  

入学者数 0 人 ビプ 人 

   

   

具体的 施策 主 組  

成 培ペ 国 観 科 新設 全国 生 募 長 馬高校 魅

力 公営塾 運営 寮 運営 Ｃ 教育支援 部活動支援 人 育成等

地域支援 進   

 

本施策 基 外国人 児童 生 対応 教育環境 整備 

要業績評価指標 歴Pル  準値 培  目標値 基ビ  

外国人 民 録者数 ビベベ 人 培ブ0 人 

   

   

具体的 施策 主 組  

外国人世帯 子 国籍 わ 心 教育 う 支援

員等 配置 外国人 流入 増や 環境整備 定 図  
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本施策 ブ 都市部 児童 生 入  

要業績評価指標 歴Pル  準値 培ヘ  目標値 基ビ  

入留学生数 0 人 プ 人 

   

   

具体的 施策 主 組  

山 留学等 入 体制 整え 都会 多 児童 生 呼 込 恵

自然環境 生活体験 通 地域 魅力や 史 文 触 将来

移 定  
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本目標  若い世代 結婚 出産 子育 う え  

台 準値 点 い 準 数値 点 準 値 い 示  

結婚 出産 子育 目 い支援体制 

本施策  心 全 妊娠 出産 支援 

要業績評価指標 歴Pル  準値 培ヘ  目標値 基ビ  

合計特殊出生率 ビバビホ ビバ基0 

妊婦 本健診 診率 ホベバビデ ビ00デ 

新生児訪問件数 ベブバヘ％  ビ00％ 

具体的 施策 主 組  

妊娠 出産 育児 や経済的負担 軽減 組 心 子 産 育

う支援  

妊娠 出産 対 経済的支援 

妊婦 乳児一般健康診査 補助券 行 妊治療費助成 出産祝   

相談や学習等 通 母子 健康支援 

母子健康手帳 交付 相談 教室 妊婦 相談 新生児訪問 

心 産 育 療体制 維持 実 

 大 圏域 出産環境 維持 実 向 連携 日夜間 児科 科急病 ン

療体制 維持 

 

本施策  子育 心  

要業績評価指標 歴Pル  準値 培ヘ  目標値 基ビ  

休日保育 利用者数 培ビ基 人 培ベ0 人 

課後児童 利用者数 基プビ 人 ブベ0 人 

子育 相談支援 ン 個別相談件数 ブブ 件 ヘ0 件 

具体的 施策 主 組  

地域社会 中 子 健や 成長 う教育 保育 提供 相

談体制 実 図 子育 家族 経済的軽減 図  

子育 事 両立支援 

保育 対応 保育園 運営 一時保育 休日保育事業 実 子育 支援

実 馬幼稚園 連携 課後児童健全育成事業 課後児童  

子育 相談支援 

子育 支援 育児相談 講 開催 子育 相談支援 ン

療育相談 実 各種乳児健診 実施 相談 

経済的支援 

 多子世帯保育料 減免 児童手当 児童扶養手当 給付 ン ン ワ ン助

成 福祉 療費 給付  
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本施策 基 結婚 事業 

要業績評価指標 歴Pル  準値 培ヘ  目標値 基ビ  

婚姻数 ブビ 件 累計 培ベ0 件 

   

   

具体的 施策 主 組  

若い世代 結婚 希望 え あわ 信州結婚支援 ン 仮称

や婚活 連携 出会い 機会 拡大や情報提供 体制 実

組  

 

特色あ 学校教育 実 

本施策 ブ ル際T 活用 教育 推進 

要業績評価指標 歴Pル  準値 培ヘ  目標値 基ビ  

中学校 活用授業 実施 0 人 延生 数 ホ00 人 

学校 活用授業 実施 0 人 延児童数 ヘホ0 人 

   

具体的 施策 主 組  

Ｃ 教育 環境 整え や電子黒板等 周辺機器 活用 授業

効果的 や い授業 展開 教育 質 向 図 活力 魅力

あ 学校 目指 高 情報 社会 対応 教育 推進  
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本目標  将来 わ い魅力あ  

 

全 心 暮 確立 

本施策  地域包括 構築 

要業績評価指標 歴Pル  準値 培ヘ  目標値 基ビ  

護 防 組 数 ビホ 培ブ 

災害時支え合い 作成地  ビベ 全地  

   

具体的 施策 主 組  

慣 地域 生活 い 民 士 支え合う地域力 高 在

宅生活 支援 図  

在宅生活支援 

護 防事業 実施 護保険 過 足 い実施 在宅 療 推進 

域支え合い支援 

 災害時支え合い 作成 推進 地 ン等地域活動 推進 

 

本施策  健康 支援 

要業績評価指標 歴Pル  準値  目標値  

特定健診 診率 ブベバビ％ ヘ バ0％ 

特定保健指 率 ベ基バ基％ ベプバ0％ 

食育 ン 録者数 培0 人 基0 人 

具体的 施策 主 組  

元気 心 生活 い 健康 あ 大変 要 健康診査や

保健指 等 健康 推進  

特定健康診査及 特定保健指 生活習慣 改善 

生活習慣病 防健診 人間 等 健康管理支援 

生活習慣病 防 関 情報提供 啓 活動等 実施 

保健補 員や地域団体等 地域健康 体力 活動 推進 

ナ国保ニ 地域 健康課 析 対応 

ン ン 等 感染症 防対策 

ン 団体等 地域食 及活動や食文 伝承活動 推進 
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本施策 基 落 落支援員 配置 

要業績評価指標 歴Pル  準値 培ヘ  目標値 リ基ビ  

落支援員配置 0 人 各 培  

   

   

具体的 施策 主 組  

落 落支援員配置 支援活動 農業支援 移動支援 除雪支援 祭 支

援 等 地域 活性 図  

 

 

本施策 ブ 心 生活 買い物支援 

要業績評価指標 歴Pル  準値 培ヘ  目標値 基ビ  

支援車両 運行 0  ビ  

   

   

具体的 施策 主 組  

関 機関 連携 買い物支援車輌 運行 高齢者 否確認 兼 巡回訪

問販売等 支援 行い 心 暮 地域経済 活性 図

 

 

 

本施策 プ 汎用防災 ョン 構築 防災対策 

要業績評価指標 歴Pル  準値 培ヘ  目標値 基ビ  

ン 数 0 件 累計 基欠000 件 

   

   

具体的 施策 主 組  

多言語対応 汎用防災 避難施設や避難経路 地震等災害状況伝 路

状況等 災害 生 情報 非難 情報 ン 民 来

訪者 外国人 伝 構築  
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広域連携 推進 

本施策 ヘ 図書館建設 情報 信 広域連携 

要業績評価指標 歴Pル  準値 培ヘ  目標値 基ビ  

図書館来場者数 ビ培欠ペ0ホ 人 培プ欠000 人 

   

   

具体的 施策 主 組  

情報 信機能 実 魅力あ 図書館 建設 広域的 情報 信

訪 人 引 付 魅力的 空間 提供  

 

本施策 ベ 処理 広域 減  

要業績評価指標 歴Pル  準値 リ培ヘ  目標値 リ基ビ  

焼却 削減 基欠ビ基プｔパ  培欠ホ00ｔパ  

率 培ビバ0％ 基0バ0％ 

   

具体的 施策 主 組  

広域連合 処理広域 推進 

生 資源 進 総 削減 

新 ン 建設 推進 別徹底 資源 進 

 

本施策 ペ 周辺自治体 多面的 連携 

要業績評価指標 歴Pル  準値 培ヘ  目標値  

大 地域 新規広域事業件数 0 件 ペ 件 

   

   

具体的 施策 主 組  

既存 組 含 多面的 周辺自治体 連携 組 効

果 揮 施策 見い出 広域連携 強 実 図  

広域連合 実強  

定 自立圏 

 

 

 

 




